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超音波試験法を用いたステンレス鋼の検査実験(２) 

 

構造安全工学・白旗研究室  下古谷将義 佐藤 隆弘 

 

４．腐食実験 

４．４ 腐食実験結果 

実験では腐食剤は，Cr，Ni，鋳造オーステナイト

組織に効果のあるとして蒸留水 100ml 35%塩酸

100ml 60%硝酸 10ml の混合液を作成し，ステンレ

スを約 15 分間浸した４）．すると無色透明の混合液

が黄色の液体に変化した．これはステンレスの表面

の酸化物（クロム等）が溶け出したと考えられる．

このステンレスを液体に浸し空気に晒す事を 3 日間

行った．その結果，ステンレス表面に茶色い物体が

付着したことが確認できた（図 5）． 

 

図 5 試験後の SUS304 

次にこの試験体が腐食なのかを判断するために組

成分析を行った(図6)．このグラフは531[eV]で反応

する物質であるO2の1s軌道上の電子を外に出す際に

生じるエネルギーを計測したものである．このグラ

フから試験体の方がSUS304と比べ531[eV]で多く反

応している．このことから，試験体の表面には酸素

が多く含まれていると確認でき，腐食したと判断し

た．よってこの方法で実験を進めていく事とした．  
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図 6 ステンレス成分表(O2) 

現在，超音波試験を行うための試験体の作成を行っ

ている途中である．試験体が完成次第，早急に超音

波板波試験を用いて波形調査を行う． 

５．貝の付着実験 

５．１ 目的 

海洋構造物の飛沫・干満部に貝などの生物が付着

する事がある．従来の方法では，貝が付着した鋼材

に超音波試験を行う際，貝を除去しなければならな

い．しかし，貝を除去する際に生じる傷や時間など

の問題が生じる．以上の点を考慮した時，貝を除去

しないで超音波試験を行えるかを検討する． 

５．２ 試験体作成 

実験にあたり貝をステンレスにどのように付着さ

せるかが１番の課題である．調査の結果，ステンレ

スを 1 ヵ月間海中に沈めると，多くの貝が付着する

事がわかった５）(図 7)．そのため本実験では，200×

150mm２のステンレスを 4 枚海に沈めた．その内の

2 枚は超音波探触子をあてる場所に貝が付着しても

すぐに剥離できるようステンレスの両側にテープを

巻きつけた．この付着実験は 1 ヶ月行う予定である．

貝の付着が確認でき次第，早急に超音波探傷板波法

を用いて波形調査を行う．  

 

 

図 7 1 ヶ月暴露試験を行ったステンレス 



６．傷・へこみ実験 

６．１ 目的 

ステンレスライニングを行う飛沫・干満部には漂

流物や魚等が衝突しステンレスにへこみが生じる事

がある．この事が超音波の伝播にどのような影響を

及ぼすかを比較，検討を行う． 

６．２ 板波法６） 

 本実験では試験体のステンレスが0.5mmと肉薄な

ため超音波板波法を用いる．板波法とは，試験体内

部に超音波を送信し，試験体内部または底面からの

反射エコーを検知することで欠陥部(腐食部など)の

位置や大きさなどを調べる方法である．板波は薄板

の両表面を対称および斜対称に振動させながら伝搬

する波であるため，欠陥部からの反射エコーを得る

ことができる．この反射エコーから欠陥部の位置や

大きさなどを推定することができる． 

６．３ 超音波探傷実験 

へこみ実験において，鋼材を使用するかを検討し

ていたが，ステンレスライニングはステンレスと鋼

材は密着しておらず，数 mm の隙間があることがわ

かった（図 8）．これにより，鋼材を取り付けて超

音波試験を実施しても，表面のステンレスのみ効果

があり，鋼材には効果がない．これは空気があると

超音波は反射してしまう性質があるからである．こ

の事からへこみ実験に関しては鋼材を用いらずステ

ンレスのみを使用する事にした．試験体は SUS304

大きさ 150×200mm
2 鋼材厚 0.5mm を用いた．実験方

法は，第一に加工していない試験体に超音波探傷を

行い，波形をとった．次に試験体の横幅約 100mm

付近に穴空け途中の波形をとった．最後にその穴を

貫通させ波形をとることとした． 

 

図 8 ステンレスライニングの断面模型 

６．４ 実験結果 

図 9，図 10，図 11 に示すように，実験の結果穴

を空けた 100mm 付近の波形に変化が見られ，穴を

空けた事により，超音波に変化が生じる事を確認で

きた．しかし今回の実験は治具による固定が甘く探

触子に多少のズレが生じ，正確な波形とは言い難い

と判断した．このため新たに探触子を固定する治具

を作成し再度実験を行う必要があると考える． 
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図 9 へこみ実験の波形(貫通前) 
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図 10 へこみ実験の波形(作業途中) 
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図 11 へこみ実験の波形(貫通後) 

７．今後の方針 

すべての超音波試験を 12 月中に終了させ，1 月中

には板波法の勉強および実験で得た波形の考察に移

り卒業論文としてまとめる方針である． 
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